
 
 
 
 

平成２４年５月１７日 
 

各 位 
会 社 名 明治ホールディングス株式会社 
代表者名 代表取締役社長 佐藤 尚忠 

 （コード：２２６９ 東証第１部） 
問合せ先 ＩＲ広報部長   梅本 隆司 

ＴＥＬ０３（３２７３）３９１７ 
 
 

株式会社 明治 流動食新工場建設のお知らせ 
 
 
 当社は、流動食事業の生産体制の強化に関し、事業子会社である株式会社 明治において、下記概要

にて新工場の建設を予定していますのでお知らせいたします。 
 
 

記 
 
１．流動食市場と明治の流動食事業について 
 流動食市場は、高齢化に伴う要介護者の増加や、医療における栄養管理の重要性の高まりなどを背

景に、年率１０％を超える成長を続け、２０１０年度には約７００億円規模にまで拡大、今後更なる

高齢化の進展が確実な見通しの中で、２０２０年には１０００億円に達すると予測されています。 
 株式会社 明治は、流動食事業を成長事業と位置づけ、総合栄養流動食「メイバランス」を中心に、

「インスロー」「リーナレン」など様々な製品を展開してまいりました。２００８年には流動食専用工

場として群馬栄養食工場を建設し、製品の改良と大幅なラインナップ強化を図り、翌年には事業規模

が１６０億円を超え、その後も伸長しています。また、同年より従来の医療・介護施設向けの販売に

加え、ドラッグストアなど小売店での販売も開始いたしました。 
 
  
２．新工場の建設について   
現在、株式会社 明治は、明治グループの長期ビジョン「２０２０ビジョン」において、同事業を更

に強化していくこととしており、これまでの事業活動を土台として、栄養面だけでなくおいしさにも

こだわった製品開発を志向すると共に、販売ルートの拡大を図り、市場をリードしていきたいと考え

ております。 
今般、こうした方針にもとづき、同事業の生産体制を強化すべく、大阪府貝塚市に新工場を建設す

ることといたしました。（建設予定地は、現在の関西工場敷地内） 
新工場では、これまで培ってきた技術やノウハウを活かし、高品質で安全な製品を製造するととも

に、効率化・省人化などによる生産性向上を図ってまいります。また、工場内には、将来の事業拡張

も視野に十分なスペースを確保いたします。 



 
３．新工場の概要 
①新工場予定地 
  大阪府貝塚市二色南町１６番地 
  （現在の関西工場・関西アイスクリーム工場敷地内）  
 
②延べ床面積 
  約１４，５００㎡ 
 
③生産能力 
  ３６，０００ｋｌ／年 
 
④投資額  

約９０億円 
 
⑤今後のスケジュール 
  ２０１２年１２月  着工予定 
  ２０１４年８月以降 順次生産開始予定 
 
 

以上 
 
 


